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《人ロの動き》

3月末日現在

男2，769（一40）

出生1　死亡7

女2，803（一43）計5，572（一83）

転入13　転出90

世帯数1，591（一7）
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中昧をのぞいて見ました
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昭和63年度松代町一般会計予算
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公債費（21．5％） 土木費　　総務費
（17．4％）　　（13．4％）

教育費　農林業畢
（12．5％）　（9．9％

●駅周辺開発事業調査委託費

●後継者対策事業

●地域おこし事業補助金他

●住民票電算入力委託費

●一般廃棄物処理場整備

●水田高度利用推進補助金

●農地改良補助金

●集落開発センター建設

●温泉開発整備費

●除雪委託料
●克雪生活圏整備事業

●克雪住宅資金貸付金

●小学校修繕、営繕費

●総合センター駐車場整備、
　　　三階ホール冷房工事
●町史編さん事業

●池之畑地区飲料水供給事業
（簡水特別会計）

1，425万円

　293万円
　310万円
　　69万円
1，076万円

　105万円
　200万円
2，055万円
5，700万円
4，820万円
1，330万円
3，000万円
1，749万円

　235万円
2，641万円
6，446万円

地方

グ

交付税

々
爵
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癬無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』．蓼穆蜘嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢難1懲、隔澱、．

　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　〆　『　　　きま今回冬
　　　　　　　　　瀞　　　、砥甥濯翠章，

“
冬
の
陣
”
次
は
い
つ
、
何
を
…

　
三
月
十
二
・
十
三
の
両
日
、
総
合
体
育
館
を
中
心
に
”
越
後
ま
つ
だ
い

冬
の
陣
”
が
大
々
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
初
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
町
民
一
体
と
な
り
挑
戦
し
た
わ
け
で
す
が
、
　
一

回
目
に
し
て
は
上
々
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
松
代
さ
ん
も
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
は
町
外
者
の
言
葉
。

今
回
の
”
陣
”
は
松
代
町
の
底
力
を
十
二
分
に
県
内
外
に
示
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
”
冬
の
陣
”
と
は
い
い
名
前
を
つ
け
た
も
の
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
冬
が
終
れ
ば
次
は
い
つ
、
何
を
…
…
。
こ
れ
ま
た
興
味
が
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い
と
こ
ろ
で
す
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毒難轡

偶　　：≒　　　袖

写するのはフィリピンのカメラマン

ました。

の観客の前で熱演　ミュージカル「11匹のネコ」

豪雪地の雪のステージでやりたかったんだけど…」

以
人
本

　
日
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’鞭蝶慧

雛 輪

雪上モトクロス

①斉藤真也（太平）

②相沢直樹（〃）
③宮沢祐一（下山）

▼ヘルメットが似合いますよ

鱗

鍵難『

翁灘灘灘

職

輝

鰻’

　無

．懸

繍

▲ベン・ジョンソンに挑戦

　　　　　　　　①小野謹一郎（松　代）

　　　　　　　　②山岸正孝（太平）
　　　　　　　　③斉藤徳人（田野倉）

晴天に恵まれ踊る人も最高の気分

》
バ
ッ
ク
ミ

　
盛
り
上
げ

ー
ジ
ッ
ク
が
雰

幻
想
の
世
界
へ

を　　㈱撒醸 聾柵　　　　難
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初代城主山賀健一郎さん
　　　　　　　　　（池之畑）

城主家老五十嵐　博さん
　　　　　　　　　（松代）

侍大将西潟一浩さん
　　　　　　　　　（福　島）

”lllml””Ill”lll”1こうほう・まつだい（63．4月号

∠4）
◎／

以下松代城馳せ参じ順
　　　　　　　（敬称略）
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バランスを保つのが一苦労の“剣ガ峰”
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」麟

一繍』　　一▲

L』』　　一▲

攻め入る113戦士の戦国絵巻
　「城主の座、容易に許すまじ」と折から吹き始めた北風が女性18人を

含めたlI3人に容赦なく吹きつける。

　町民グランドを出発した戦士は早くも長い列になり、はるかかなた

にかすむ松代城を目指し一目散に駆けぬける。しかし、踏み固めたと

はいっても相手は雪道、そして谷あり、がけありの難コース。

　若さが勝負の高校生、日頃の訓練発揮の消防職員、早稲田・千葉大

から参加した学生等々が繰り広げた松代版戦国絵巻も、地元池之畑の

山賀健一郎さんの入城を頭に全員入城を果たし、無事終えた。
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（でも、ここが一番おもしろかったそうです）
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蟹騨噺鰹㎝塵彫幽蘭麟囲開開囲璽國
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囲
躍
匪

　
想
い
起
せ
ば
七
十
年
前
、
大
正

六
年
七
月
三
十
日
夕
食
時
大
字
松

代
部
落
中
央
部
で
住
宅
・
倉
庫
と

も
二
十
一
軒
全
燃
ほ
か
に
半
焼
住

宅
一
の
大
火
が
あ
っ
た
。
最
夏
の

火
災
で
、
し
か
も
道
幅
二
間
半
（

四
・
五
材
）
の
両
側
に
住
家
が
並

列
し
、
火
災
現
場
の
混
雑
に
消
火

作
業
も
意
の
如
く
な
ら
ず
、
未
だ

曽
て
な
い
災
害
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
狭
い
道
路
の
災
害

の
苦
い
経
験
と
向
後
の
松
代
の
各

業
種
の
発
展
を
思
慮
し
、
大
正
十

年
七
月
七
日
新
潟
県
知
事
に
対
し

「
道
路
取
拡
げ
」
の
請
願
を
行
っ

た
。　

数
年
前
ま
で
、
十
日
町
か
ら
直

江
津
か
ら
、
柏
崎
方
面
か
ら
松
代

を
訪
れ
た
人
は
、
こ
の
山
村
に
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
広
い
道
の
町
並

み
が
あ
る
の
か
と
驚
く
人
が
多
か

っ
た
。
そ
の
道
路
拡
幅
の
発
端
は

次
の
請
願
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　
十
日
町
直
江
津
港
線

　
一
部
道
路
取
拡
請
願

　
十
日
町
直
江
津
港
線
ノ
沿
道
二

位
ス
ル
東
頸
城
郡
松
代
村
大
字
松

代
ノ
地
位
ハ
、
南
北
二
松
代
柏
崎

線
及
ビ
松
代
松
之
山
線
ノ
ニ
県
道

ノ
基
点
地
二
属
シ
一
面
示
刈
羽
郡

岡
野
町
及
ビ
郡
内
枢
要
地
域
二
達

ス
ル
三
郡
道
ノ
発
地
点
ト
シ
テ
郡

内
比
類
ナ
キ
物
資
ノ
集
散
地
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ウ

ノ
面
目
ハ
、
更
二
昂
上
ス
ル
ノ
趨

セ
イ勢

ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
然
ル
ニ

幹
線
タ
ル
本
線
ハ
幅
員
僅
カ
ニ
、

二
間
半
二
過
キ
ス
先
二
電
柱
ハ
一

部
ヲ
村
裏
二
移
シ
電
話
電
灯
ノ
ニ

線
ハ
道
路
ノ
両
側
連
植
シ
ツ
ツ
ア

リ
、
尚
本
年
警
察
電
話
ノ
架
設
ヲ

見
ル
ノ
挙
二
接
着
セ
ル
現
在
二
於

テ
荷
馬
車
ノ
往
復
繁
ナ
ル
ニ
自
動

車
ノ
数
台
ハ
尽
夜
ヲ
分
タ
ス
、
笛

声
ヲ
放
ツ
テ
疾
走
ヲ
試
ミ
、
老
幼

ノ
交
通
時
二
危
険
ナ
情
態
ヲ
瀕
発

致
居
り
候
、
既
二
本
線
ノ
東
西
二

於
ケ
ル
首
尾
ハ
本
年
度
ヨ
リ
大
改

修
二
着
手
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
モ
、

本
村
ノ
如
ク
改
善
ノ
速
達
ヲ
緊
急

ナ
リ
ト
認
ム
、
、
ヘ
キ
モ
ノ
其
比
他
二

無
之
哉
二
相
考
へ
候
、
　
願
ク
ハ

急
施
工
事
ト
シ
テ
大
字
松
代
地
内

ノ
人
家
ノ
稠
密
地
域
二
限
り
、
本

年
度
ヨ
リ
幅
員
拡
張
工
事
ヲ
断
行

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
厳
二
請
願
致
シ

候
也
。

　
大
正
十
年
七
月
七
日

　
　
松
代
区
長
　
関
谷
　
勘
吉
訊

　
　
松
代
村
長
　
柳
　
　
俊
作

新
潟
県
知
事
太
田
　
政
弘
殿

　
な
お
、
右
以
降
の
請
願
及
び
要

請
事
項
を
抽
記
す
る
と
次
の
と
お

り
。o

大
正
十
年
八
月
大
字
松
代
地
主

総
代
関
谷
肇
以
下
十
八
名
、
県
知

事
へ
願
圭
目
提
出

o
大
正
十
年
十
二
月
十
六

日
幅
員
二
間
半
を
五
間
に
、

延
長
四
〇
〇
間
と
す
る
こ

と
の
県
の
御
裁
許
を
得
た

が
、
県
計
画
は
拡
張
区
域

を
三
区
に
分
画
し
、
十
年

度
は
中
央
部
一
一
七
間
を

限
り
工
事
請
負
入
札
に
付

し
、
十
月
三
日
契
約
成
立

着
手
し
た
が
残
工
事
二
七

〇
間
以
内
の
両
端
を
ニ
カ

年
継
続
工
事
と
す
る
計
画

の
趣
で
あ
る
が
短
距
離
で

あ
る
の
で
単
年
度
で
竣
工
願
い
た

い
こ
と
。

○
な
お
、
松
代
柏
崎
線
は
幅
員
二

間
で
狭
隆
で
あ
る
の
で
拡
張
願
い

た
い
こ
と
を
松
代
区
長
関
谷
誰
吉

氏
は
県
知
事
太
田
政
弘
殿
お
よ
び

県
議
会
議
長
松
木
弘
殿
に
請
願
を

行
な
っ
て
い
る
．

o
大
正
十
一
年
四
月
十
二
日
、
大

字
松
代
有
志
関
谷
廉
蔵
氏
以
下
十

八
名
、
県
道
拡
幅
工
事
を
十
一
年

完
工
と
、
松
代
柏
崎
線
一
部
路
面

拡
張
工
事
施
工
に
つ
い
て
県
知
事

に
請
願
を
な
せ
り
。

o
大
正
十
一
年
五
月
二
十
八
日

松
代
区
長
関
谷
誰
吉
氏
、
改
良
工

事
の
着
手
並
に
本
年
度
中
に
全
工

県道拡張前の松代中町
　　（大正10年以前）

事
完
了
相
成
よ
う
県
知
事
に
請
願

す
る
。

o
同
年
七
月
九
日
大
字
松
代
区
長

・
松
代
村
長
連
署
の
上
前
記
同
様

知
事
に
請
願
せ
り

o
同
年
九
月
十
八
日
大
字
松
代
地

主
総
代
柳
俊
作
氏
他
六
名
、
側
溝

増
工
事
請
願
せ
り

o
同
年
九
月
二
十
日
大
字
松
代
区

長
関
谷
誰
吉
氏
側
溝
増
工
事
に
つ

き
柏
崎
工
区
山
田
所
長
・
安
塚
分

区
庁
桐
主
事
殿
に
請
願
せ
り
。

　
こ
の
拡
張
工
事
に
つ
き
て
前
述

請
願
書
全
文
掲
載
は
消
略
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
紆
余
曲
節
が
あ
っ
た
に

し
て
も
こ
の
事
業
が
後
世
に
大
き

な
貢
献
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

べ
き
で
あ
る
．

　
工
事
概
要
は
、
工
期
大
正
十
年

十
月
よ
り
同
十
一
年
十
二
月
ま
で
、

大
正
十
一
年
は
百
間
、
十
一
年
は

三
八
六
間
、

　
第
一
区
工
起
点
、
旭
堂
～
終
点

橋
の
桶
屋
、
第
二
工
区
起
点
橋
ノ

桶
屋
～
終
点
善
八
。

　
第
三
工
区
起
点
、
旭
堂
～
終
点

熊
サ
、

　
事
業
主
体
新
潟
県
、
当
時
の
松

代
区
長
関
谷
謁
吉
氏
、
村
長
柳
俊

作
氏
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
。
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交通ルールを確認し

マナーを守ろう
＼
丞

一一一一一一→駄、一＿一』，

●
春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
●

ク
ル
マ
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
上
手
に
生
き
よ
う

　
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
春
は

外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
る
も
の
で

す
。
し
か
し
現
代
は
“
ク
ル
マ
社
会
”

一
歩
外
へ
出
た
な
ら
ば
、
わ
た
し
た

ち
は
常
に
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
く
に
四
月
は
、
新
入
学
・
新
入

園
の
季
節
で
も
あ
り
、
歩
き
慣
れ
な

い
道
を
通
っ
て
学
校
や
幼
稚
園
に
通

う
子
供
た
ち
の
交
通
事
故
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
も
四
月
六
日
か

ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
　
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
子
供
と
、
最
近
と
く
に
多
く
な

っ
て
い
る
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
交
通

ル
ー
ル
を
確
認
し
、
交
通
マ
ナ
ー
を

高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
入
学
（
園
）
前
に
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
通
学
（
園
）
路
を
歩
き
、
交
通
量
が

多
い
所
や
見
通
し
の
悪
い
所
を
調
べ
、

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
を

お
子
さ
ん
に
話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
の
渡
り

方
、
信
号
の
正
し
い
見
方
な
ど
も
実

際
の
通
学
（
園
）
路
を
使
い
、
お
子
さ

ん
の
立
場
に
な
っ
て
具
体
的
に
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
は
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
年
を
と
る
と
、
自
分
で
は

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
体
が
思

う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、

お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
細
心
の
注

意
を
払
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

年
寄
り
も
無
理
な
横
断
な
ど
を
し
な

い
よ
う
、
お
互
い
が
気
を
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

押し入れの奥のコイノボリくん

ネズミくんがねらってるよ

かじられないうちに

サァー犬伏で泳ごうよ！グ

　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■

　
　
　
　
　
　
■

蕪
、

　
　
　
　
雛
鱗
榊

　
　
　
灘
辮
灘

　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
襲
灘

簾
謡
蝋
覇
灘

　
「
鯉
の
ぼ
り
の
泳
ぐ
里
」
で
知
ら

れ
る
、
犬
伏
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
け
や
き
の
会
」
で

は
、
今
年
も
渋
海
川
上
空
で
た
く

さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
百
五
十
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
二
百

m
の
ロ
ー
プ
に
つ
な
い
で
泳
が
せ

た
去
年
よ
り
、
今
年
は
二
倍
三
倍

と
会
員
の
意
気
も
上
が
る
ば
か
り
、

皆
さ
ん
の
家
で
使
わ
な
い
鯉
の
ぼ

り
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
寄
付

下
さ
い
。
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
鯉

の
ぼ
り
は
松
苧
神
社
で
お
は
ら
い

を
受
け
、
氏
名
が
掲
示
さ
れ
ま
す

　
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先
は
、
犬

伏
、
山
本
吉
郎
さ
ん
（
七
－
二
九

四
七
）
か
役
場
産
業
課
へ
。

．
翻
灘

鑑
麟
嚢
．
・
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二
十
歳
に
な
つ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
に

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
　
　
と
し
て
一
人
立
ち
す
る
こ
と
に
な
　
　
ぴ
り
不
安
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
轟
り
ま
し
た
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
以
上
に
希
望
に
輝
く
未
来
が

　
い
よ
い
よ
名
実
と
も
に
社
会
人
　
　
　
若
い
み
な
さ
ん
に
は
、
ち
ょ
っ
　
　
あ
り
ま
す
。

、
葦
灘
糞
義

　
　
　
　
　
．
騨

　
　
　
◎
響

　
多
く
の
み
な
さ
ん
は
、
や
が
て

結
婚
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
一

つ
の
家
庭
を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
り
な
が
ら
い
つ
し
か
年
を
重
ね

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

道
の
り
は
長
く
老
後
は
遠
い
先
の

こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
若
い
み
な
さ
ん
に
も

老
後
は
確
実
に
訪
れ
て
き
ま
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
、
現
在
で
は
想

像
も
つ
か
な
い
高
齢
社
会
で
す
。

　
老
後
の
備
え
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
い
ま
か
ら
、
準
備
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
わ
が
国
で
は
基
礎
年
金

制
度
と
い
っ
て
、
国
内
に
居
住
す

る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
す
で
に
国
民
年
金

の
第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
改
め
て
手
続
き
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
運
営
し
て
い
く
制
度
（
公
的

年
金
制
度
）
で
す
。
加
入
者
が
お
互

よ
簡
つ

い
に
保
険
料
を
負
担
し
合
い
、
国

が
そ
れ
に
国
庫
負
担
を
足
し
前
し

て
、
老
後
や
万
一
不
慮
の
事
故
に

あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
く
ら
し
を

支
え
て
い
く
社
会
的
な
連
帯
の
仕

組
み
で
す
．

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ

ん
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ

ず
に
国
民
年
金
の
手
続
き
（
役
場

の
国
民
年
金
係
）
を
す
ま
せ
、
着

実
に
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場

の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

試1

　
　
慌
灘
鞭

欝
騒
　
　
ア

　
　
、
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
麟

　
松
代
町
の
成
人
式
は
、
五
月
三

日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
十
時
か

ら
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

す
。　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
ご
案
内
い

た
し
ま
し
た
が
　
転
出
・
転
入
等

で
案
内
も
れ
の
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
町
公
民
館
（
奮
七
i
二
三
〇
一
）

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
で
す
。

　
た
く
ま
し
く
成
人
さ
れ
た
晴
姿

を
み
な
さ
ん
で
お
祝
い
い
た
し
ま

し
よ
・
つ
。

、
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二
月
二
八
日
、
総
合
体
育
館
で

60
余
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
か
れ

ま
し
た
。
午
前
中
団
体
戦
、
午
後

か
ら
個
人
戦
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
団
体
戦
〕

三三二優
位位位勝

ポ
ス
ト
マ
ン

伊
沢
卓
球
愛
好
会

松
代
青
年
会
A

役
場
体
育
部
B

〔
個
人
戦
〕

・
青
年
一
部

優
勝
　
相
沢
春
男
（
ポ
ス
ト
）

二
位
　
佐
藤
　
稔
（
滝
沢
）

三
位
　
武
田
繁
男
（
病
院
）

・
青
年
二
部

優
勝
　
柳
　
善
雄
（
役
場
）

二
位
　
万
羽
吉
蔵
（
会
沢
）

三
位
　
若
井
浩
司
（
病
院
）

・
女
子
の
部

優
勝
　
高
橋
弘
美
（
第
四
銀
行
）

二
位
　
関
谷
貴
代
美
（
第
四
銀
行
）

三
位
　
池
田
清
子
（
田
野
倉
）

ミ
，
』
彗
』
『
奪
、
駈
り
馨
，
』
峯
』
尾
≦
零
，
』
馨
聖
，
』
『
睾
．
』
『
≦
曝
垂
，
』
『
毒
豊
、
』
『
奪
』
『
≦
蔑
、
』
『
奪
』
署
』
；
』
藝
、
』
『
≦
琴
』
署
・
』
峯
』
峯
』
萎
重
・
』
『
≦
蘂
’
』
『
≦
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
八
日
、
町
内
将
棋
大

團團團

六五四三二一一
位位位位位位

坂
井
五
郎
（
鉄
道
公
団
）

鈴
木
啓
一
（
安
塚
土
木
）

米
持
敏
雄
（
室
野
）

秋
山
利
作
（
清
水
）

小
堺
義
輝
（
儀
明
）

石
野
英
二
（
木
和
田
原
）

（注）募集人貝等は、実行段階において
　　一部変更することがあります。

昭和63年度自衛官等募集計画

安i定難鵜矯偶

青春続蚕燃焼

『艶

　
　
、
溜

望
『
　
　
　
　
　
　
　
博
、
　
　
　
F
画

・
嚥

㌦
謎織罵跡

自
衛
官
募
集

　
応
募
資
格
は
、
日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
で
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
自
衛
官
募
集

計
画
は
左
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
田
募
集
事
務
所

（
智
〇
二
五
五
－
二
三
－
五
一
七

七
）
ま
た
は
役
場
総
務
課
（
智
七

i
二
二
二
〇
）
へ
。

区　　　　分 隊別 募　集
人　員

志　　願
受付期間 試験時期 採用時期

2等陸、海、空士

男
子

陸
海
空

　人15，377

2，948

3，092

常　時

1次4月～6月
2次7月～9月
3次10月～12月
4次1月～3月

4月～6月
7月～9月
10月～12月

1月～3月

女
子

陸
海
空

380

170

180

常　時
1次5月

2次10月

7月～8月

3月

幹
　
　
部

医科・歯科
陸
海
空

25

8
5

常　時 必要の都度 同左

技　　　　術 海 4 6～7月 7月 10月

幹
部
候
補
生

一　　　　般
陸
海
空

82

42

43
6　月 1次　7月、2次　8月 3月

技　　　　術 海 17 6　月 1次　7月、2次　8月 3月

医科・歯科・薬剤
陸
海
空 9

4
5

7～8月 8月 4月（64年度）

婦人自衛官（一般）
陸
海
空

　6

63
　5

6　月 1次　7月、2次　8月 3月

曹
技術

免　　許 海 10 6～7月 7月 9月
高専、短大 海 20 6～7月 7月 4月（64年度）

婦人自衛官看護 陸 10 常　時 必要の都度 同左

一般曹候補学生
陸
海
空

4（）0

360

400

8～9月 1次　9月、2次　10月 3月

航　空　学　生 海
空

75

68
8～9月

1次　9月、2次　10月

3次（航空のみ）11～12月 3月

看　護　学　生 陸 105 10　月 1次　11月、2次　12月 3月

自衛隊　生徒
陸
海
空

250

60

50

11～1月

（64年） 1次・2次　1月 3月

防衛大学校学生 500 10　月 1次　11月、2次　12月 4月（64年度）

防衛医科大学校学生 65 10　月 1次　11月、2次　12月 4月（64年度）

貸　費　学　生
衛生 7 3～4月 4月 6月決定

技術 19 3～4月 4月 6月決定
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あ
薦

騰ii

シ
リ
ー
ズ
⑭

カ
ワ
一
フ
ヒ
ワ

　
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
松
代
町
で

は
、
姿
を
見
れ
な
か
っ
た
こ
の
鳥

も
、
三
月
の
声
を
聞
い
て
す
ぐ
位

の
、
よ
く
晴
れ
た
日
に
旭
堂
旅
館

前
の
電
線
に
止
ま
っ
て
、

　
キ
リ
リ
、
コ
ロ
ロ
　
チ
ョ
ン

　
チ
ョ
ン
　
チ
ョ
ン
　
ジ
ュ
ー
イ

と
ち
ょ
っ
と
カ
ナ
リ
ヤ
に
似
た
美

し
い
声
で
、
さ
え
ず
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
声
の
主
は
、
ス
ズ
メ
目

ア
ト
リ
科
の
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
で
、
カ

ナ
リ
ヤ
の
親
戚
に
当
た
り
ま
す
。

　
松
代
町
の
よ
う
に
、
多
雪
地
帯

の
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
は
、
晩
秋
に
は
温

暖
な
地
方
や
、
少
雪
地
帯
に
移
動

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
春
に
な
る

と
松
代
町
に
も
ど
っ
て
く
る
の
で

す
。
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
仲
間
に
は
、

冬
鳥
と
し
て
、
オ
オ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

が
渡
来
し
、
小
笠
原
群
島
に
は
オ

ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
が
生
息
し

て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
普
通
に
見
ら
れ
ま

松
　
木

洗

す
が
、
緑
の
国
勢
調
査
時
に
は
B

ラ
ン
ク
で
繁
殖
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
調
査
時
に
確
認
で
き

な
か
っ
た
だ
け
で
繁
殖
し
て
い
ま

す
。
こ
の
鳥
の
名
前
を
漢
字
で
書

き
ま
す
と
、
河
原
鵬
と
か
河
原
鵜

と
書
き
ま
す
。
ヒ
ワ
と
は
ヒ
ワ
ド

リ
の
略
で
、
ヒ
ワ
は
弱
い
鳥
の
こ

と
を
さ
し
、
河
原
に
棲
む
ひ
よ
わ

な
鳥
と
い
う
意
味
と
思
い
ま
す
が

弱
い
鳥
で
は
な
く
、
案
外
強
い
方

の
鳥
で
す
．

　
雌
雄
は
似
た
姿
を
し
、
全
長
一

四
、
五
セ
ン
チ
位
、
身
体
は
緑
褐

色
で
風
切
は
黒
く
基
部
が
黄
色
で
、

飛
ぶ
と
幅
の
広
い
黄
帯
が
目
立
ち

ま
す
。
雄
は
黄
色
部
分
が
、
多
く

精
悼
な
顔
付
き
を
し
て
い
ま
す
。

本
種
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
雪

の
少
な
い
河
原
や
農
耕
地
で
群
、

春
が
近
づ
く
と
繁
殖
地
に
も
ど
っ

て
来
ま
す
。
繁
殖
期
は
早
い
も
の

で
二
月
こ
ろ
か
ら
で
、
七
月
こ
ろ

ま
で
の
間
に
三
回
の
繁
殖
を
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

繁
殖
地
に
も
ど
っ
た
本
種
は
、
つ

が
い
形
成
を
し
た
後
に
ナ
ワ
バ
リ

を
選
定
し
ま
す
。
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
を

研
究
し
た
人
の
報
告
で
は
、
ナ
ワ

バ
リ
は
非
常
に
小
さ
く
直
径
三
〇

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
他
の
鳥
の

大
半
は
ナ
ワ
バ
リ
内
で
子
育
て
を

し
ま
す
が
、
小
さ
い
ナ
ワ
バ
リ
で

は
、
子
育
て
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
餌
は
、

雑
草
の
種
子
で
、
ナ
ワ
バ
リ
外
の

畑
、
水
田
な
ど
特
定
の
と
こ
ろ
で
、

水
飲
み
場
も
限
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
餌
場
等
は
、
ナ
ワ
バ
リ
か
ら
ニ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
と
い

う
研
究
が
あ
り
ま
す
。
結
局
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
の
ナ
ワ
バ
リ
は
、
交
尾
子

育
て
を
す
る
場
所
で
、
人
間
の
マ

イ
ホ
ー
ム
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
か
．

　
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
子
育
て
を
見
ま

す
と
雌
と
雄
の
仕
事
は
分
担
さ
れ

営
巣
場
所
の
選
定
、
巣
作
り
は
雌

の
仕
事
で
、
そ
の
間
雄
は
雌
に
つ

き
そ
っ
て
ナ
ワ
バ
リ
内
の
警
戒
と

愛
情
表
現
の
い
わ
ゆ
る
「
追
尾
行

動
」
を
し
ま
す
。
ナ
ワ
バ
リ
内
に

他
の
個
体
が
侵
入
し
、
そ
れ
が
雄

で
あ
れ
ば
雄
が
、
雌
で
あ
れ
ば
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

た
き
火
に
よ
る
火
災
防
止
運
動

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
日
～
五
月
十
日

た
き
火
・
野
焼
き
用
心

　
　
　
　
　
火
の
用
心
／

　
東
頸
消
防
署
管
内
に
お
け
る
昨

年
中
の
火
災
原
因
の
う
ち
、
た
き

火
．
野
焼
き
が
起
因
す
る
火
災
（
ボ

ヤ
も
含
む
。
）
は
、
8
件
（
4
7
％
）

と
異
常
に
多
く
発
生
し
、
火
災
原

因
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
昨
年
同
様
少
雪
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
火
災
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
ま
し
よ
・
つ
。

（
朝

b

燃えやすいものの近くでは、たき火をしないこと。

（たき火をするときは，焼却炉を使いましょう。）　　ク

　　　　　　　　　』《、！灘

　　　　　　　．q二低＼＼、盈∫’父・

藤
．靱

一

璽 一

集う森

声かけあって

　火の始末

山火事防止運動

4月15日～5月3旧

o
重
点
事
項

1
、
水
バ
ケ
ツ
等
を
準
備
し
、
た

　
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、

　
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

2
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
必

　
ず
消
す
こ
と
。

3
、
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら

　
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

4
、
強
風
又
は
異
常
乾
燥
の
時
に

　
は
た
き
火
、
野
焼
き
を
し
な
い

　
こ
と
。

5
、
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場

　
所
で
は
、
た
き
火
等
は
し
な
い

　
こ
と
。

6
、
た
き
火
等
を
す
る
時
は
、
必

　
ず
監
視
人
を
つ
け
て
お
き
、
火

　
勢
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
に
、

　
監
視
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

7
、
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け

　
る
こ
と
。
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簸
．
，
、
．

が
追
い
出
し
を
行
な
い
、
ナ
ワ
バ

リ
は
夫
婦
で
協
力
し
て
確
立
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
巣
は
、
市
街
地
、
村
落
、
道
路

脇
な
ど
の
木
の
地
上
三
～
七
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
の
枝
に
、
細
根
、
樹

皮
、
綿
屑
、
紙
屑
、
枯
葉
、
獣
毛

な
ど
を
使
い
、
産
座
に
は
獣
毛
、

羽
毛
、
細
根
な
ど
を
使
っ
て
巣
作

り
を
し
、
一
日
一
卵
づ
つ
、
三
～

五
個
の
青
白
色
地
に
灰
青
色
、
紫

褐
色
、
黒
褐
色
な
ど
の
小
班
や
条

斑
が
散
在
す
る
卵
を
産
み
、
一
一

～
一
三
日
位
で
卿
化
、
一
四
日
位

で
巣
立
ち
を
し
ま
す
。

　
抱
卵
す
る
雌
に
雄
は
餌
を
運
び

ま
す
が
、
一
回
に
多
量
の
餌
を
運

ぶ
た
め
に
、
昆
中
食
の
鳥
に
は
な

い
「
曝
の
う
」
と
呼
ば
れ
る
餌
袋

が
食
道
の
一
部
に
発
達
し
、
そ
の

　
　
　
　
甲

　
　
　
　
『

　
　
　
　
ー
　
9

　
　
　
　
■

中
に
た
く
さ
ん
の
雑
草
の
種
子
を

蓄
え
て
雌
に
口
う
つ
し
で
与
え
ま

す
。
雌
だ
け
な
ら
よ
い
の
で
す
が

雛
が
艀
化
し
、
一
週
間
位
は
雛
が

体
温
調
節
で
き
な
い
の
で
雌
が
抱

雛
し
ま
す
。
そ
の
間
雄
は
、
雌
と

雛
の
餌
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
姿
、
人
間
の
父
親
に

似
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
よ
う
に
し
て
七
月
ま
で
の

間
に
三
回
の
子
育
て
を
し
終
る
と

繁
殖
地
を
去
り
、
ア
シ
原
の
あ
る

河
原
な
ど
に
集
団
生
活
を
し
な
が

ら
、
換
羽
し
ま
す
。
秋
九
月
、
十

月
に
標
識
調
査
を
し
ま
す
と
、
翼

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
が
た
く
さ
ん
捕
獲
さ
れ
ま
す
。

こ
の
換
羽
期
が
終
る
と
、
来
春
の

つ
が
い
形
成
活
動
に
入
る
の
で
す
。

つ
が
い
形
成
に
つ
い
て
研
究
し
た

人
が
お
り
、
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

前
回
つ
が
い
で
繁
殖
し
た
も
の
が

同
去
で
つ
が
い
形
成
を
し
た
も
の

が
、
六
五
つ
が
い
中
、
七
つ
が
い
で
、

他
は
相
手
を
変
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
　
一
方
が
戻
っ
て
も
他

方
が
す
で
に
、
つ
が
い
と
な
っ
て

い
た
り
、
両
方
が
戻
っ
て
も
互
い

に
相
手
を
変
え
た
も
の
な
ど
、
基

本
的
に
は
毎
年
新
ら
た
に
確
立
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
相
手
を
変
え
た
も
の
に
つ

い
て
、
年
令
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

雄
で
は
年
下
の
若
い
雌
と
つ
が
い

に
な
り
、
雌
で
は
、
年
下
の
雄
と

つ
が
い
に
な
っ
た
も
の
は
、
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
雄
は
若
い
雌
、

雌
は
、
成
鳥
の
雄
を
選
ぶ
傾
向
が

強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
こ
の
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
も
標
識
調
査

の
結
果
、
豊
栄
市
の
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

は
香
川
県
で
、
柏
崎
市
の
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
は
岡
山
県
で
回
収
さ
れ
遠
距

離
の
移
動
を
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
二
羽
は
い
づ
れ
も

雌
の
成
鳥
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、

県
内
放
鳥
、
回
収
が
一
一
例
あ
り

い
づ
れ
も
越
冬
期
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
雪
の
季
節
松
代
町
の
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
は
、
越
冬
地
に
移
動
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
秋
の
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
の
生
態
を
表
現
し
た
釈
追
空

と
い
う
人
の
歌
が
あ
り

　
秋
た
け
ぬ

　
　
す
ず
ろ
さ
さ

　
　
荒
涼
を
戸
に
よ
れ
ば

　
枯
野
に
お
つ
る
鵬
の
一
む
ら

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
秋
の
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
若
山
牧
水

の
歌
で
こ
の
頃
を
終
り
ま
す
。

哺
き
す
ぎ
し

　
　
鵬
の
声
な
り
　
廟
う
つ

　
　
　
雨
の
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
そ
の
軒
さ
き
を

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

「
口
の
中
で
分
か
る
あ
な
た
の
健
康
」

　
今
回
の
お
話
は
む
し
歯
と
は
あ

あ
ま
り
関
係
の
な
い
お
話
で
す
。

　
動
物
の
歯
は
体
の
中
で
一
番
硬

い
組
織
で
で
き
て
お
り
、
又
、
消

化
器
系
の
第
一
歩
で
す
。
特
に
歯

は
死
ん
で
か
ら
で
も
変
化
し
に
く

い
の
で
、
飛
行
機
事
故
、
変
体
等

の
身
元
判
明
に
は
大
き
な
手
掛
か

り
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
は
、

昭
和
60
年
の
日
本
航
空
機
事
故
で

も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
歯
か
ら
は
、
年
齢
、

職
業
な
ど
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
日
常
酸
を
扱
う
職
業
の
方
は

要
注
意
で
、
ご
存
じ
の
事
と
思
い

ま
す
が
、
む
し
歯
は
細
菌
の
増
殖

時
に
出
る
酸
で
エ
ナ
メ
ル
質
及
び

象
牙
質
が
溶
か
さ
れ
て
行
く
も
の

で
す
か
ら
、
毎
日
、
酸
の
そ
ば
に

い
る
人
は
い
わ
ゆ
る
「
酸
蝕
症
」

と
な
り
、
歯
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
歯
以
外
の
情
報
と
し
て
、
歯
周

組
織
、
い
わ
ゆ
る
歯
ぐ
き
か
ら
分

か
る
場
合
が
多
い
の
は
糖
尿
病
で

す
。
糖
尿
病
に
な
る
と
体
の
抵
抗

力
が
弱
ま
り
歯
槽
膿
漏
症
に
な
り

易
い
わ
け
で
、
そ
の
他
に
貧
血
状

態
も
歯
ぐ
き
を
見
れ
ば
分
か
り
、

又
、
最
近
話
題
の
エ
イ
ズ
（
後
天

性
免
疫
不
全
症
）
は
、
真
先
に
に

口
の
中
に
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
最
近
口
が
臭
い
、

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る
、
口
の
中

に
オ
デ
キ
が
で
き
た
な
ど
と
い
う

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
歯
医

者
さ
ん
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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◆
⇔
Φ
⇔
命
◆
⇔
⇔

　
　
　
　
　
㊨
◎
⑤
㊥
◎
O
㊤

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
ず
し
普
通
タ
イ
ヤ
に

県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
道
路
の
被

害
や
粉
じ
ん
の
発
生
に
よ
る
生
活

環
境
へ
の
影
響
を
軽
成
す
る
た
め

に
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不
使
用
」

の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
早
期
交
換
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

スパイクタイヤ

（麓鵬窩劇目＝鶉ll目）

警
察
冒
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
警
で
は
、
郷
土
の
治
安
を
守

る
若
さ
と
情
熱
の
あ
る
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
4
月
4
日
㈲
～
5
月
2
0
日
㈲
ま
で

受
験
資
格

　
大
学
卒
業
者
（
採
用
ま
で
に
卒

業
見
込
の
者
を
含
む
）
で
、
昭
和

35
年
8
月
2
日
か
ら
昭
和
4
1
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

採
用
年
月
日

　
昭
和
6
3
年
8
月
1
日

※
詳
細
は
、
安
塚
警
察
署
又
は
町

内
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お
問
合
せ

℃
下
さ
い
。

役場・総合センター内

　　（一部を除く）

煙林
ホ

ご協力お願いします

　
役
場
庁
舎
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、

の
一
部
の
部
屋
を
除
い
て
禁
煙
と

な
り
ま
す
。
禁
煙
の
標
示
板
が
あ

る
と
こ
ろ
で
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。禁

煙
と
な
る
と
こ
ろ

【
役
場
庁
舎
内
】

〇
二
・
三
階
事
務
室
内
全
部

○
町
長
室
　
○
印
刷
室
　
○
第
二

会
議
室

【
総
合
セ
ン
タ
ー
】

〇
一
階
事
務
室

〇
三
階
大
ホ
ー
ル

運
転
免
許
証
の
更
新
は
松
代
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
協
会
松
代
支
部

　
安
塚
警
察
署
、
郡
安
全
協
会
の
　
　
　
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
、

特
段
の
ご
配
慮
に
よ
り
引
き
続
き
　
　
毎
月
第
三
金
曜
に
総
合
セ
ン
タ
ー

運
転
免
許
証
の
更
新
が
可
能
と
な
　
　
の
三
階
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

四
月
十
五
日
（
金
）
・
総
合
セ
ン
タ
ー
で

・
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

・
深
視
力
検
査
が
で
き
な
い
た
め
、
大
型
免
許
・
二
種
免
許
の

　
再
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
新
し
い
免
許
証
の
郵
送
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

免
許
証
更
新
に
必
要
な
も
の

・
免
許
証
、
収
入
証
紙
二
四
〇
〇
円
、
協
会
費
一
五
〇
〇
円
、

・
写
真
一
枚
（
氏
名
・
住
所
変
更
に
は
も
う
一
枚
）
、
郡
安
協
発

　
行
の
ハ
ガ
キ
。

・
更
新
時
講
習
は
、
四
月
八
日
・
二
十
二
日
と
浦
川
原
公
民
館

　
で
午
後
一
時
半
か
ら
行
い
ま
す
。

悶
≡
一
≡
≡
≡
≡
＝
髄
…
≡
≡
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
一
≡
一
一
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
一
一
…
＝
≡
≡
≡
＝
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
一
一
一
一
≡
一
≡
≡
一
…
≡
一
≡
…
一
≡
≡
≡
一
…
一
一
…
吊

…
　
　
年
産
8
間
　

、
務
を
　
で
日
内
　
㎜

㎜
帳
　
の
資
月
日
　
は
義
状
　
内
び
間
　
㎜

㎜
台
　
え
定
4
2
0
　
人
税
任
　
課
及
時
　
㎜

…
税
　
替
固
は
の
　
る
納
委
　
務
後
務
　
…

㎜
課
に
価
・
覧
で
　

き
・
の
　
税
午
勤
　
…

㎜
の
月
購
欝
僧
蕨
髭
鵜
㎜

㎜
産
4
劇
の
帳
2
7
。
覧
所
ら
で
は
曜
た
。
…

㎜
資
は
年
こ
台
月
す
縦
の
れ
人
所
土
い
す
㎜

㎜
定
覧
6
3
。
税
4
ま
、
産
こ
た
場
の
除
ま
㎜

…
固
縦
和
す
課
ら
り
お
資
び
し
覧
中
を
い
㎜

㎜
〉
　
昭
で
の
か
な
な
定
及
参
縦
間
日
行
㎜

㎜
　
　
　
度
税
日
と
　
固
者
持
　
期
曜
で
㎜

ヨ
≡
≡
…
…
一
＝
一
≡
一
…
＝
≡
≡
≡
…
一
＝
一
≡
…
＝
≡
≡
≡
一
一
嘲
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
剛
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
≡
一
≡
≡
…
≡
一
≡
一
一
≡
≡
≡
…
＝
一
一
≡
訓
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電上
苧尋事業主のみなさん

労働保険の
　申告納付を
　お早目に

～十日町労働基準監督署～

役
場
人
事
四
月
百

　
　
　
　
　
　
　
　
付
順
不
同

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
労
働
保
険

料
の
申
告
と
納
付
の
受
け
付
け
が

四
月
一
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
手
続
き
の
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
目
に
保

険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
銀
行
ま
た
は
農
協
に
申

告
・
納
付
し
て
下
さ
い
。

だれにもある心配ごと

一人で悩まず

みませんか
と相談所

てし淡壬一
“

圓看
ゆこ己酉、

じ
’

相
談
日
　
毎
週
金
曜
日

時
　
刻
　
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
半

場
　
所
　
長
　
命
　
寺

　
　
※
相
談
員
の
自
宅
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

員談囹相

住所 氏　　　名 役　　　　　　職

松代
本山祖道道

（誉讐鷺）
○人権擁護委員

蒲生
倉石　義乗

（騨騰）
○保　護　司
○少年補導員

儀明
小堺　欣一

（誉，亀。晶）

○民生児童委員総務

松代
鈴木　林平

（碁，f，。絃）

○身体障害者相談員

松代
市川　明治

（馨7杢、。濤）

○青少年育成町民会

　議会長

室野
小堺勇治郎

（益縄。売）
○精神薄弱者相談員

○民生児童委員

高
橋
宣
泰
・
産
業
課
農
業
土
木
係

長
（
総
務
課
庶
務
財
政
係
長
）
、

高
橋
嵩
一
・
総
務
課
庶
務
財
政
係

長
（
産
業
課
産
業
経
済
係
長
）
、

柳
健
一
・
社
会
課
社
会
福
祉
係
長

（
農
業
土
木
係
長
）
、
　
米
持
恒
敏

．
社
会
課
国
保
係
長
（
産
業
課
農

業
委
員
会
）
、
　
宮
沢
諄
一
・
社
会

課
水
道
係
長
（
建
設
課
土
木
主
任
）

鈴
木
幸
紀
代
・
教
委
社
会
体
育
係

長
（
建
設
課
建
設
機
械
主
任
）
、
松

永
勝
・
産
業
課
産
業
経
済
係
長
（
社

会
課
保
健
衛
生
係
長
）
、
小
山
武
司
・

社
会
課
保
健
衛
生
係
長
（
社
会
課

戸
籍
係
長
）
、
　
山
賀
八
郎
・
税
務

課
税
務
係
長
（
社
会
課
国
保
係
長
）
、

山
賀
茂
・
社
会
課
戸
籍
係
長
（
社

会
課
水
道
主
任
）
、
　
高
橋
勝
・
社

会
課
保
健
衛
生
主
任
（
総
務
課
消

防
統
計
主
任
）
、
　
市
川
健
司
・
総

務
課
消
防
統
計
主
任
（
総
務
課
財

政
係
）
、
　
鈴
木
太
一
郎
・
産
業
課

農
業
委
員
会
（
産
業
課
産
業
経
済

主
任
）
室
岡
茂
・
建
設
課
土
木
主
任

（
産
業
課
農
業
土
木
主
任
）
、
　
小

堺
定
男
・
産
業
課
農
業
土
木
主
任

（
産
業
課
林
務
主
任
）
、
斉
藤
一
良

・
総
務
課
財
政
主
任
（
産
業
課
農

業
土
木
主
任
）
、
菅
井
正
一
・
社

会
課
水
道
主
任
（
産
業
課
農
業
共

済
主
任
）
、
　
斉
木
勉
・
収
入
役
室

会
計
主
任
（
建
設
課
土
木
主
任
）

柳
裕
・
建
設
課
土
木
主
任
（
建
設

課
建
設
機
械
主
任
）
、
室
岡
秀
俊
・

産
業
課
農
業
共
済
主
任
（
社
会
課

保
健
衛
生
主
任
）
、
相
沢
幸
一
・

産
業
課
林
務
主
任
（
社
会
課
水

道
係
）
、
　
高
橋
祥
郎
・
農
業
土
木

係
（
社
会
課
社
会
福
祉
係
）
、
柳

利
彦
・
産
業
課
産
業
経
済
係
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
）
、
　
石
口
町

子
・
松
代
保
育
園
（
室
野
保
育
園
）

西
潟
定
子
・
室
野
保
育
園
（
松
代

保
育
園
）
、
　
山
岸
喜
美
江
・
蒲
生

保
育
園
（
松
代
保
育
園
）
、
本
山

絹
江
・
犬
伏
保
育
園
（
蒲
生
保
育

園
）　

退
職
　
関
谷
幸
一
郎
（
税
務
課

税
務
係
長
）
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あき

き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
へ
　

難
難
蝋
難
難
躍
難
難
難
鞭
蝋
糠
難
難
罎
蕪
難
難
巖
難
難
鰻
灘

灘
難
　
欝
鱒
羅
灘
教
職
讐
奮
誌
勧
灘

灘
灘
糠
灘
灘
灘
灘
灘
麟
灘
簾
灘
灘
灘
麟
灘
灘
灘
灘
灘
鰹
灘
鰹

新
し
く
こ
ら
れ
た
先
生
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

　
〔
校
長
・
教
頭
〕
　
　
　
　
　
（
）
は
前
任
地
敬
称
略

▽
松
代
小
．
校
長
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
教
　
諭
〕

　
数
井
正
隆
（
上
越
・
城
北
中
）

▽
清
水
小
・
校
長

　
矢
嶋
継
男
（
上
越
・
春
日
中
）

▽
孟
地
小
・
校
長

　
田
．
中
達
久
（
安
塚
・
安
塚
中
）

▽
北
山
小
・
校
長

　
広
川
邦
夫
（
新
潟
・
新
潟
小
）

▽
儀
明
小
・
校
長

　
六
川
猛
夫
（
能
生
・
磯
部
中
）

▽
北
山
小
・
教
頭

　
畠
山
徳
治
（
上
越
・
高
士
小
）

▽
蒲
生
小
・
教
頭

　
江
口
俊
博
（
上
越
・
稲
田
小
）

▽
蓬
平
小
・
教
頭

本
柳
宗
一
郎
（
能
生
・
上
能
生

小
）

、一！
｝

◎◎　　◎
▽
松
代
小

　
吉
田
直
彦
（
新
採
用
）

・
菅
刈
分
校

　
山
本
清
四
郎
（
上
越
・
国
府
小
）

▽
孟
地
小
海
老
分
校

　
坪
谷
秀
雄
（
堀
之
内
・
堀
之
内

小
）

　
能
谷
か
お
る
（
長
岡
・
富
曽
亀

小
）

▽
蒲
生
小

　
片
桐
孝
一
（
柏
崎
・
田
尻
小
）

・
寺
田
分
校

　
進
藤
真
一
（
名
立
・
不
動
小
）

　
島
田
昌
幸
（
新
採
用
）

▽
奴
奈
川
小

　
山
本
善
平
（
十
日
町
・
八
箇
小
）

　
服
部
則
子
（
新
採
用
）

▽
儀
明
小

　
遠
藤
　
裕
（
柏
崎
・
比
角
小
）

▽
莇
平
小

　
柳
賢
一
（
青
海
・
田
沢
小
）

▽
蓬
平
小

　
川
本
浩
子
（
出
雲
崎
・
西
越
小
）

▽
蒲
生
小
（
養
教
）

　
山
崎
玲
子
（
豊
浦
・
天
王
小
）

▽
奴
奈
川
小
　
（
養
教
）

　
丸
山
万
里
子
（
五
泉
・
大
蔵
小
）

▽
松
代
中

　
山
田
一
誠
（
分
水
・
分
水
中
）

転
出
さ
れ
る
先
生
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

〔
校
長
・
教
頭
〕
　
　
　
　
　
　
（
）
は
新
任
地
敬
称
略

▽
松
代
小
・
校
長

　
田
中
　
恵
（
安
塚
・
安
塚
小
）

▽
清
水
小
・
校
長

　
国
松
陽
伍
（
小
千
谷
・
川
井
小
）

▽
孟
地
小
・
校
長

　
金
井
　
繁
（
名
立
・
名
立
小
）

▽
北
山
小
・
校
長

　
阿
部
俊
夫
（
守
門
・
須
原
小
）

▽
儀
明
小
・
校
長

　
岩
佐
勝
文
（
教
育
庁
義
務
教
育

課
）

▽
北
山
小
・
教
頭

　
丸
山
一
郎
（
柏
崎
・
柏
崎
小
）

▽
蒲
生
小
・
教
頭

　
保
坂
邦
夫
（
上
越
・
三
郷
小
）

▽
蓬
平
小
教
頭

　
佐
藤
　
孜
（
五
泉
・
馬
下
小
）

　
〔
教
　
諭
〕

▽
松
代
小

　
高
橋
春
生
（
高
柳
⊥
局
柳
小
）

・
菅
刈
分
校

　
涌
井
洋
一
（
上
越
・
高
志
小
）

・
下
山
分
校

　
戸
田
一
弘
（
上
越
・
直
江
津
南
）

　
相
沢
泰
子
（
浦
川
原
・
中
保
倉

小
）

▽
孟
地
小
海
老
分
校

　
市
村
　
晃
（
上
越
・
春
日
新
田

小
）

　
竹
内
純
子
（
長
岡
・
浦
瀬
小
）

▽
蒲
生
小
寺
田
分
校

　
伊
藤
久
喜
（
上
越
・
飯
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
古
川
孝
雄
（
上
越
・
東
本
町
小
）

　
渡
辺
聡
（
十
日
町
・
十
日
町

小
）

軌

藩佃田

▽
儀
明
小

　
三
田
吉
夫
（
上
越
⊥
口
同
士
小
）

▽
莇
平
小

　
吉
田
光
夫
（
上
越
・
大
手
町
小
）

▽
蓬
平
小

　
飯
吉
さ
と
み
（
板
倉
町
・
針
小
）

▽
蒲
生
小
（
養
教
）

　
田
辺
美
智
子
（
豊
栄
・
木
崎
中
）

▽
奴
奈
川
小
（
養
教
）

　
涌
井
三
枝
（
頸
城
・
明
治
小
）

▽
松
代
中

　
熊
木
文
一
（
上
越
・
中
ノ
俣
中

教
頭
昇
任
）

退
職
さ
れ
る
先
生

　
　
　
（
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
）

▽
蒲
生
小

　
津
幡
龍
峰
（
定
年
）
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4
月
の
陽
は
ほ
の
ぼ
の
あ
た
た

か
く
、
ど
こ
か
や
さ
し
さ
が
あ
り

好
き
で
す
。
4
月
の
雨
は
肌
寒
い

け
れ
ど
春
の
匂
い
が
す
る
か
ら
、

い
い
ん
で
す
。
こ
の
季
節
に
な
る

と
U
タ
ー
ン
し
て
来
た
と
い
う
小

さ
な
後
悔
も
薄
れ
る
の
で
す
。
や

春
の
匂
い
の
す
る
4
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
で
す
ね
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

っ
ぱ
り
私
に
は
、
こ
こ
が
一
番
な

の
か
な
っ
て
…
…
…

　
自
然
は
不
思
議
で
す
ね
、
人
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
か

ら
。　

勤
労
学
生
時
代
の
3
年
間
は
時

間
に
お
わ
れ
あ
わ
た
だ
し
く
自
然

に
触
れ
る
事
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
会
社
の
終
了
ベ
ル
が
鳴
る

と
同
時
に
ロ
ッ
カ
ー
ま
で
走
り
、

作
業
着
を
着
が
え
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
押
す
ま
で
5
分
、
こ
こ
が
問
題

2
・
3
分
遅
れ
る
と
電
車
に
乗
り

遅
れ
る
、
1
本
乗
り
遅
れ
る
と
学

校
に
大
幅
な
遅
刻
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
夕
飯
を
買
う
時
間
も
な
く
な
り

　
堺
　
　
直
　
　
美

ま
す
。
横
浜
と
い
う
所
は
坂
が
多

く
そ
の
坂
を
駆
け
上
が
る
は
め
に

も
な
る
の
で
す
。
な
ん
と
い
う
か

す
ざ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

　
テ
ス
ト
中
、
睡
眠
時
間
3
～
4

時
間
と
い
う
生
活
を
2
週
間
続
け

る
と
さ
す
が
に
眠
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。
唯
一
の
睡
眠
場
所
と
い
え

ば
、
電
車
の
中
、
座
っ
て
い
る
時

は
も
ち
ろ
ん
、
つ
り
革
に
つ
か
ま

っ
て
い
る
時
も
い
な
い
時
も
、
隣

り
の
人
に
寄
り
か
か
ろ
う
が
、
よ

だ
れ
が
出
よ
う
が
、
お
か
ま
い
な

し
あ
げ
く
の
果
て
に
は
持
物
を
足

元
に
落
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

み
ん
な
必
死
で
座
ろ
う
と
し
ま
す
。

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を

優
先
し
ま
し
ょ
う
な
ど
と
、
心
の

広
い
事
を
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
下
規
則
な
生
活
の
た
め
か
、
い

つ
の
間
に
か
体
調
は
く
ず
れ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
卒
業
と
同
時
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
理
由

は
あ
り
ま
す
が
。

　
帰
っ
て
来
て
感
じ
た
事
は
、
外

部
か
ら
の
刺
激
が
少
な
い
せ
い
か

単
調
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か

物
事
を
誇
張
し
た
が
る
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
都
会
が
い
い
わ
け
も
な

い
、
ど
こ
で
生
活
す
る
の
も
同
じ

自
分
と
い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
、

見
据
え
る
事
が
大
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
春
の

匂
い
も
私
に
と
っ
て
は
必
要
な
も

の
で
す
．

今
月
の
表
紙

　
ひ
と
ふ
ゆ

　
一
冬
通
し
て
小
雪
だ
っ
た
せ
い

か
、
一
月
十
五
日
の
鳥
追
い
の
時

に
本
格
的
な
か
ま
く
ら
を
作
っ
て

遊
ん
だ
小
供
は
今
年
は
少
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
の
”
冬
の
陣
”
で
は
、
松

代
区
の
協
議
員
の
方
々
が
会
場
に

五
個
の
「
か
ま
く
ら
村
」
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
雪
扱
い
は
慣
れ

た
も
の
と
は
言
っ
て
も
、
建
設
機

械
で
積
ん
だ
雪
は
、
ス
コ
ッ
プ
を

振
り
降
ろ
し
て
も
は
ね
か
え
す
ほ

ど
の
硬
さ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使

っ
て
穴
を
掘
る
”
工
法
”
で
よ
う
や

く
掘
り
上
げ
ま
し
た
。
（
若
干
未
完

成
有
り
）

　
で
き
上
が
り
は
や
は
り
昔
取
っ

た
何
と
か
で
、
な
か
な
か
居
心
地

の
良
い
か
ま
く
ら
で
す
。

「
こ
こ
で
一
杯
や
っ
た
ら
、
ウ
ン

メ
ェ
だ
ろ
う
な
あ
」
と
思
う
の
は

左
党
な
ら
だ
れ
し
も
考
え
る
と
こ

ろ
。　

さ
て
、
子
供
た
ち
に
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
必
ず
こ
の
“
ピ
ー
ス
・

ピ
ー
ス
”
。

　
あ
れ
エ
、
三
本
も
指
を
出
し
て

い
る
子
が
い
る
ぞ
。

戸
籍
の
窓
口

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

柳
旭
　
父
誠
一
母
ミ
イ
子

　
　
　
（
2
男
・
犬
伏
・
紺
屋
）

関
谷
美
穂
　
父
真
一
　
母
ま
ゆ
み

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
勘
助
）

ご
冥
福
（
死
亡
）

西
潟
　
久
作
　
7
8
歳

　
　
　
　
　
　
（
福
島
・
又
七
）

石
ロ
ヨ
シ
ノ
　
7
7
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
か
ん
ね
ん
）

川
崎
源
治
　
8
7
歳

　
　
　
　
　
（
桐
山
・
た
へ
い
）

（
二
月
二
十
一
日
か
ら

　
　
三
月
二
十
日
ま
で
受
付
分
）
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ご
く
小
形
の
花
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
黄
色
い
フ
ジ
形
の
花
を
ぶ
ら

さ
げ
て
咲
く
の
で
、
本
来
な
ら
ば

キ
フ
ジ
と
い
う
べ
き
な
の
に
、
な

ぜ
だ
か
今
で
は
キ
ブ
シ
で
通
っ
て

い
る
。

　
早
春
、
ま
だ
ほ
か
の
草
木
が
花

を
つ
け
な
い
時
分
か
ら
咲
き
は
じ

め
る
の
で
、
生
花
の
材

料
と
し
て
も
恰
好
で
、

三
月
か
ら
四
月
い
っ
ぱ

い
に
か
け
て
は
花
屋
で

も
店
頭
を
賑
わ
し
て
い

る
。　

や
や
大
形
の
低
木
で

654321

枝
を
よ
く
出
し
、
時
に
束
生
す
る
。

　
全
体
に
赤
褐
色
を
帯
び
、
つ
や

が
あ
っ
て
、
高
さ
三
米
近
く
に
達

し
、
芯
は
白
く
柔
か
い
。

　
葉
は
落
葉
性
で
長
円
形
で
先
端

は
鋭
く
尖
り
、
縁
に
鋸
歯
が
出
る
。

　
花
は
葉
に
先
立
っ
て
咲
き
、
枝

上
に
ん
だ
花
茎
に
穂
状
に
つ
き
黄

色
に
垂
れ
下
っ
て
咲
く
。
‘

　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

闇
　
●
ヒ
ン
ト
…
桂
が
意
外
に
働
い
て
ぐ
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